
実行日 
2018/2/21-22 

昔、学校の修学旅行で遊びに行ったことがあるけど、それ以来行ってな
い。家族と一緒に行きたいけど、家族が付き添いきれず思いっきり遊ばせ
てあげることができない。 
家族旅行ではなくて、友だちと一緒に遊んできてほしい。 
色々な想いの中で、昔から要望されていた”東京ディズニーリゾート”へ 
１泊２日の旅に行ってきました。 

たんと15周年プロジェクト報告 
障がいのある方へ、夢の世界を堪能してもらう 

2日間を贈ります！ 

制作　NPO法人たんと。 
　　　TDR実行プロジェクト

このプロジェクトは、クラウドファウンディングサイトReadyforの協力により、多くの賛同者の
皆様の寄付により実行することができました。

ありがとう！！



はじまり 

たんとは毎日、みなさんの遊びの時間を過ごしな
がら、生活に役立つ支援を提供しています。 
そんな中で、毎日生きていくための生きがいをこ
こに来るみなさんはどう感じているのだろう？ 
そんな単純な疑問を持ち始めて１０年以上が
過ぎていました。 

記念事業として 

1999年4月に、特定非営利活動法人障がい福祉地
域生活支援センター　キープという名称で、この
長野県佐久市で当時はまだまだ障がい福祉ぎには
在宅福祉というものが全国的にもあまりない時代
からスタートしました。 
その後、2004年にキープ佐久事業所が独立をし、
すべての業務を引き継ぐ形でNPO法人たんと。が
スタートしました。 
１０周年の時、企画はいくつか考えましたが、ど
れもうまく実現することが出来ず、結局、何もし
ないまま過ぎてしまい１５周年は何か記憶に残る
何かをしようじゃないかということになりまし
た。しかし、すぐに実現できるとは思っていませ
んでしたので、１５周年までに実現したいと思
い、実は今年は１３周年ですが資金集めを行なう
ために実施したところ、まさかの初年度で実現と
いうことになり、少々驚きを隠せませんでした。 

目的のあるイベント 

ただ何か大きなことをやるのではなく、何か目的
があり参加者の将来に役立つ目的のものを実行し
たいと考え、昔からディズニーランドに連れて
行ってほしいという要望がありましたが、なかな
か実行できなかったため、実現に向けて活動を開
始することにしました。 

 
知らなければ選べない 

私達が「ディズニーランドに行くために仕事をが
んばる」というような目標を立てることができる
のは、経験をしたり、その目的地が楽しく、自分
が好きな場所ということがわかっているはずで
す。彼らの中には、自分で選ぶ事はできても過去
の経験の中からのみの選択になってしまい、行動
範囲が限局的になってしまっている方がいます。 
そんな中で、自分の楽しみを見つけるのは何が想
定されるかと言えば、やはり過去の経験のなかで
楽しいことになってしまいます。 
そこで考えたのが、遊びの中でも最上級に属する
東京ディズニーリゾートに行き、楽しい想い出と
記憶を創っていただき、今後、またディズニーに
行くために仕事や日常の生活をおくってもらえた
らと思い企画を立てました。 

流行りのキャラクター門の前で撮ってみた
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資金集め 

どうすれば資金を確実に  
集められるのか？ 

実は、たんとは現在もこれからも特定非営利活動
法人いわゆるNPO法人として、地域活動のひとつ
の枠組みで法人化しており、本来であれば地域の
支援者とともに活動をすることを求められます。 
実際に、佐久市周辺のNPO法人の中には、地域支
援者と共に活動している団体も少なくありませ
ん。しかし、私達は今まで資金集めということを
行ってきたことがなく、唯一経験のあるものは、
前法人のキープ時代に、募金缶という物を作り、
スーパーや喫茶店に置かせていただき資金集めを
するという方法以外は取り組んだことがありませ
んでした。 
そんな中、思いついたのが最近はクラウド・ファ
ウンディング（以下　CF)で挑戦したらどうだろ
うと思いがありながら、全額クラウドファウン
ディングで獲得でき、今回のプロジェクトを実現
できるためのサイトはどこなのか？ということを
数日間じっくり成功結果や、知り合いが挑戦して
いるサイトなどを確認しながら、自分達にあった
サイトを選定することからはじめました。 

実は１度だけ挑戦したことが 

たんとは、１度だけ過去にCFに挑戦したことがあ
りました。 
長野県のNPO中核団体、長野県みらい基金が運営
している「みらいベース」というサイトに登録を
していて、特に何か確実にあつめなければいけな
いということではなかったのですが、挑戦したこ
とがありその時は、見事に大失敗を経験しまし
た。原因は、何をすればいいのかわからない。勝
手に資金があつまるものだという奢りから結果的

に失敗したのだと思っています。その時は特別な
PRをすることもありませんでした。 
今回は、まず経験がないので成功までのサポート
をしてくれるところを優先的に探していきまし
た。そんな中、一番成功の確立が高そうなCFサイ
トは 
 
・Readyfor 
・Campfire 
・JapanGiving 

この３つが浮上してきました。 
その中でも、Readyforは福祉系のチャレンジが多
かったのか、知り合いのグループのいくつか挑戦
をしているところでしたので、内容を少し聞かせ
てもらったところ、ReadyforとCampfireのどちら
か悩みましたが、今回はReadyforで挑戦してみる
ことに決めました。 

キュレーターとの出会い 

Readyforに登録を夜中に行ったため、連絡は翌日
でした。 
すぐにキュレーター（プロジェクトを成功するよ
うに、アドバイスや日程などの管理をしてくれる

方）から連絡
があり、内容
の確認と目標
金額の設定な
どを行い、準
備ができしだ
いすぐにスター
トするという
ことになり、
そこからはキュ
レーターと二
人三脚でプロ
ジェクトの成
功を目指すこ
とになりまし
た。 



課題をクリアしながら目標を
目指す！ 

TDRプロジェクトは、８月２１日にスタートしま
した。 
キュレーターと相談し、このクラウドファウン
ディングは購入型という、商品を寄付金込みの金
額で購入していただくシステムです。 
まず、返戻を決めなければなりません。 
 
キュレーターからの提案で、設定価格は3,000
円、10,000円、30,000円になりました。 
あとは、その金額の返戻を考える必要がありま
す。決定して連絡するまでの期間は３日間。 
なんとなく考えていたものの、実際に用意ができ
るかどうかも含めの作業が開始。 
同時に目標金額も決まりました。 
申し込みの時点では、目標金額を100万円にして
いたのですが、この手のプロジェクトはお金が集
まりにくいということで、本来の金額より低めに
するのがセオリーなんだとか。 
それと、集まりやすい金額が60万ほどだというこ
となので、CFは失敗すると1円も手元には入らな
いため、確実なところで実施しましょうと決ま
り、このプロジェクトの目標金額は60万円に決ま
りました。 
さて、お礼の品ですが3,000円のコースは金額も
少ないので”お礼のメッセージ”と報告書だけにし
て、10,000円と30,000円の最終決定をしまし
た。 

成功するのか不安 

諸々の手続きが終わり、8月21日からいよいよス
タートを切りました。 
キュレーターは、「過去のデータに基づいて、活
動をしていけば大丈夫です」と丁寧に一つひとつ
課題を出してもらいながら募集期間はグラフとに
らめっこの毎日でした。 
グラフの支援金額に表示されている赤いグラフは

予想ラインなので中盤と最後の数日はグラフを信
じながらもドキドキする日が続きました。 
キュレーターから、3日〜7日ぐらいの間隔で課題
も出されました。 
・知り合い全員にメールでお願いしましょう 
・地域のメディアでPRしてもらいましょう 
・反応がない方に再度メールでお願いしましょう 
一つづつクリアしながら一人でも多くの方の皆さ
んのご協力をいただきました。 
無事に目標金額に達することができ、この報告書
を書かせていただいている事を感謝します。 

最終日、無事にみなさんのおかげで 
目標を達成することが出来ました！！ 



事前打ち合わせ 

まず今回のプロジェクトの条件として、たんとの
ポリシーでもある、障がい程度で選ばないという
方針があります。今回も例外なく誰が来ても受け
入れる方向で確認をしました。 
ただ、今回はいつものイベント（ぽっと）と違い
ます。よりオープンに選ばれた事を納得していた
だく必要があると思い抽選方法や条件を設定させ
てもらいました。 
今回は、都合でどうしても平日に実施しなければ
ならず、また春休みシーズンはとても混雑するこ
とが予想されるために、1月～2月のどこか平日で
1泊2日を計画することにしました。結果的に、今
回は学生はNGとさせていただきました。 
また、抽選については抽選日時に本人に引いてい
ただくということを前提にさせていただきました。
参加費はみなさんのお陰で、5,000円という破格
値を設定させていただきました。 
たんとの利用者さんの多くは、”行動が落ち着かな
い”方が多くいらっしゃいます。当日の行動なども
考えながらの設定になります。全員がマンツーマ
ンになる必要がある場合は、予算の都合で4名。 
もし、マンツーマンではなく一緒に行動すること
が可能な方が選ばれた場合はスタッフを3名にして
参加者を1人多く5名にすることも決定させていた
だきました。 

募集開始 

募集チラシと応募結果 

応募条件　男性2名、女性２名　計４名 
応募期間　11月27日～12月3日 
抽選日　　12月9日　16：00-19:00 
応募人数　7名（1名辞退） 
この時点で、女性の応募が1名だったため女性に
ついては無条件当選とし、残り3名の抽選を行い
ました。 



抽選日 

本来であれば応募していただいた全員を連れてい
きたいのですが、どうしても予算の都合で連れて
いくことができず。今回は公正を期すために本人
にくじを引いてもらいました。 

• •

赤と青のボールを用意して、赤が当たりにさせて
いただきました。 
 

 

 

準備開始 

抽選が終わり、当たった方全員がマンツーマンで
付く必要がある方達なので、もう１人増やす事が
できませんでした。  
参加者　男性３名、女性１名 
スタッフも合わせて、全員で８名の団体で行って
くる事が決まりました。 
 
その後、日程の調整を開始し宿泊時期と色々な事
情を考慮して、２月２１日ー２２日の１泊２日が
決定しました。 
 
準備するものとして、日程を決めさらに参加者か
らアンケートを取り、１日の過ごし方・こだわり・
いつも寝る前、起きた後に行っていることなどを
聞き取り調査させていただき、自分で出来る部分、
手伝いが必要な部分を早めに担当を決めておき対
応するよう進めました。 



日程 

長野県の場合、どうしても近くではないので欲張っ
てしまい、早朝から出かける事が多いですが、今
回はあまり無理をせず楽しめる日程にさせてもら
いました。 
当日は１０時にたんとを出発し、翌日は２０時に
戻ってくる予定を立てました。 

予定表は、ぽっしゅん「bo-ya」のページの「た
びぃS mile」を使用しました。 
【ホームページ】 
http://possyun.la.coocan.jp/ 

 
 

http://possyun.la.coocan.jp/


２月２１日（１日目） 
朝、各自たんとに１０時に集合です。 
道中は、今回　軽井沢町に本社のある松葉タクシー
さんにお願いしました。 

たんとのイベントは、あまり集合写真というのを
普段は撮らないのですが、今回は特別なので要
所々々で記念集合写真を撮りました。（汗） 

 

 
 
高坂サービスエリアで、昼食を取り道が順調だっ
たので１時間ほど早く、今日の宿泊予定でもある

ディズーラン
ドホテルで
降りました。
びっくりす
るぐらい豪
華なホテル

で驚きが隠せませでしたが、ホテルでゆっくりす
るのは後回し到着が１４時だったので、アーリー
チェックインは使えず荷物だけ預けて、事前に計
画をたてており、明日ギリギリまで遊べるように、
今日はモノレールに乗ってディズニーシーに行く
ことにしました！ 

 
 
 
 

早く行きたい人。
 
ホテルが気にな
る人。モノレー
ルに緊張する人、
しない人。普段
のイベントでは
なかなか見られ
ない風景です。 



ディズニーシー 

参加者、スタッフの中でも初めての人もいて、わ
かるスタッフが急遽ガイド係になり、最初は全員
で行動しました。 
ここで、入館時に重要なアイテム「ゲストアシス
タンスカード」を事前に申請しておいたので、受
け取りに、参加者さんの療育手帳と、本当はパス
を持っていかないとだったのですが、パスを預か
るのを忘れてしまいましたが、ここはも話題なく
クリア。最初のアトラクションで提示すればそこ
から利用開始になるそうです。 

ちなみに、事前予
約でなくても、ア
トラクションのと
ころで伝えれば、
それでも発行して
くれるとのこと。
このカードは、小
さいお子さんや、
怪我、病気、障が
いなどで、何らか
のサポートが必要
な方がもらうこと
ができるカードで、

待ち時間が昔は軽減されたようですが、今はアト
ラクションについた時点の待ち時間経過後の時間
を記入してくれるので、その時間が経過したあと
再び見せるとすぐに案内してくれるようになりま
した。待っている間、列に並ぶ必要がないので、
その間に食事をゆっくりしたり、トイレや好きな
場所で過ごすことができます。また、場所によっ
てはすぐに乗り場に案内してくれたり「待つ」と
いう行為が苦手だったり、なれない場所だと落ち
着かない方でも安心して順番が来るまでの時間を
過ごすことができますね。 
無事、ゲストアシスタンスカードも受け取り、ア
トラクションへ！！ 

入って早々、準備万端です。 
上手に、時間を過ごしながら、思い思いのアトラ
クションを楽しめるように今回はマンツーマン体
制ですが、最初はおっかなビックリ？なのか、み
んなで行動しながら場所の確認。 

そして、ニモの世界を楽しめるシーライダーへ！！
待ち時間は４０分、それまではとなりのアトラク
ションに乗ったり、寒かったので温かい飲み物を
近くのカフェで。今回、２日間共に寒くて、時間
帯によっては凍えそうなときもあったのですが、
今回購入させてもらったバケーションパッケージ
はファストパスと宿泊、２デーパスポート以外に
もフリードリンクが付いていて、特定のカフェ限
定ですが、飲み放題だったので温かい飲み物を適



度に飲みながら楽しめたのも
よかったです。 
その後は、ディズニーシーの
中でも大人気のセンター・
オブ・ジ・アースに行こうと
いうことになったのですが、
Kさんペアがトイレに行くタ
イミングではぐれてしまい、
アトラクションの前で待っ
ていたのですが、はぐれた
ペアも寄り道をしていたこと
もあり、ちょっとKさんが待てない感じ。という
ことで、Kさんペアはセンター・オブ・ジ・アース
を諦め、別行動になりました。 
もともと、閉園ギリギリまでは遊ばないで部屋で
ゆっくり、今日の疲れをリセットする予定だった
ので、時間までは他のアトラクションなどで遊ぶ
ことにしました。 
6名は、閉園ギリギリまで遊んで、花火やパレード
も見たりしながら普段ではもう家に帰らないとい
けない時間でも、今日は関係ありません。 
それに、泊まるホテルもすぐ近くなので電車も気
にする必要もなく、シーを満足するまで遊びまし
た。かたやＫさんは、乗り物に乗ってある程度楽
しんだあとは、少し早めにホテルに戻り、気持ち
をリセットしつつホテルを満喫。 
一旦、いつものルーティン行動に戻して、ゆった
りお風呂に入りたいＫさん。テレビでは、平昌オ
リンピックでスピードスケートの女子パシュート
が金メダルを取った瞬間を横目に、iPadで野球の
動画を見てお
風呂の準備を
待ちながら楽
しんでいまし
た。 
 
 
 

特別な日だからといって、すべてを特別にしてし
まうと、どこかで歯車が噛み合わなくなってしま
い楽しめなくなってしまうことがあります。 
今回参加された4名は、特別なイベントに参加を
しましたが、楽しめなくては意味がありません。
事前のリサーチと、普段の宿泊などの様子や行動
で一人ひとり対応をさせていただきました。でも、
今回ホテルの部屋も特別なキャラクタールームで

「美女と野獣」
の部屋です。
至る所に、話
の中に出てく
る道具やキャ
ラクターがい
て、もし早め
に戻ってきて
も十分楽しめ

る部屋でした。 
お風呂のすりガラスにも、
バラの絵が入っていたの
ですが撮れなかった… 

夜は、みんな疲れて
いたようですが12時
ぐらいまで起きてい

たようです。みんなが帰っ
てきたところで、次の日
の打ち合わせをして、朝
はランドの中に早めに入っ
てから、朝食を取ること
になり、8:30出発に決定。



2月22日（2日目） 

ディズニーランド 

朝から雨模様です。雨というよりみぞれと雪がチ
ラついています。天気予報も微妙な天気ですが、
緊急ミーティングの結果、変更なく行きましょう
ということに。アトラクションはほぼ室内ですし、
そこはゲストアシスタンスカードを上手に使って、
待ち時間は雨をしのげる場所で過ごせばなんとか
なる！ということで。 

さぁ、ディズニーランドです！  
こちらは、皆さん一度は来たことがあります。昨
日からＳさんが楽しみにしているスプラッシュ・
マウンテンは…ゴメンナサイ、メンテナンス中で
乗れませんでした。イッツ・ア・スモールワール
ドもリニューアル工事中でお休みでしたが、最初
はスティッチ！からスタート！これは混むので、
ディズニーホテル宿泊者特典で15分早く入園でき
るので、空いているうちに乗ってしまいました。 
その後、ゆっくり朝食に、と、いきたかったので
すが、雨でテラスは一部濡れてて寒い… 

軒下でみんなで並
んで朝食を取りま
したが、少し気分
は優雅です。 
「このあとどうす
る？」なんてゆっ
たり話しながらの
朝食は早朝から出
かけていたら、な
かなか味わえない
時間です。 

このあと、スペース・マウンテンに行ったのです
が、ここで事件が！！！Ｙさんは、ジェットコー
スターが苦手ということでほかを乗りに行き、男
性陣はスペース・マウンテンに向かいました、 
待ち時間は、雨をしのぐのに最適で新しくなった
スターツアーズで楽しみ、みんな新しいスター
ウォーズの世界を堪能。そして、このあとはスター
ウォーズの勢いで暗闇のジェットコースターのは
ずでしたが…意気揚々と乗り込んで、さぁ、スター
ト！？あれれ？前のコースターの反対に誘導され
ました。その先はなんと！格納庫！ 
えぇ！なんてレア体験、コースターの不具合で乗
り換えになりました。スタッフはレアな体験がで
きて面白がってましたが、Ｔさんは「なんでだ
よ！」と怒り出すしまつ。そこはスタッフがすか
さず気持ちを切り替え、理由を話してやっと楽し



む気持ちになっていただけました。 
さぁ、気を取り直してもう一度！ 

さっきのドキドキが冷めやらないうちに、スター
トゲートに…あれ？動かない…まさか？ 
そう、もう一度格納庫に!!!なんで？なんて全員が
思いながら、2回目の乗り直しです。  
1回だけでもレアなのに2回続くなんて、何か持っ
てるんじゃないの?なわて雑談に花を咲かせながら、
3回目の乗車。ゲートに来てドキドキです。 
無事、3回目はコースに向かいました。その瞬間、
やったーと拍手が起きたことは忘れられません。 
その後、天気は一旦雪は止んだり、再び降り始め
たりと変わりやすい天気ではありましたが、なん
とか傘やかっぱを着るほどではなかったのが幸い
でした。ディズニーランドでは、最初から行きた
い場所がある方も多かったので、一つひとつ乗り
ながら時間まで過ごすことになりました。 

幾つか乗ってから、お昼の時間になりハンバーガー
を食べることに。 
ハンバーガーのパンがミッキーの形！ 
食べるのがもったいない感じでしたが、そこは食
欲が勝りました。 
美味しくいただきました。 

昼食後は、Kさんは自分の好きなCDを買う目的が
あったので、再び別行動。 
他の方達は、一緒に行動です。午前中は天候不良
のため中止になってしまったパレードも、午後は
無事に行われました。 

みんなに手を振りながら、声援を送って盛り上が
りました。 



Stuff Iijima's Log 

その頃、Kさんはというと…。 
実は、CDを選びにいったのですが、いつものCD
ショップじゃないからなのか？？？まったくいつ

もと違って
選ぶという
雰囲気にな
りません。 
それでも１
つひとつ選
びながら、
買いたいCD
を選びます。
選んだあと、
試聴コーナー
でしばしの
休憩。本当
は、ずっと
CD聞きなが
ら楽しんで

いたいところですが、そこはごめんなさい。次の
乗り物に行きますよ～。 
実はこのあと、無事CDを購入したあとトゥーンタ
ウンというミッキーたちの家があるエリアに移動
しようと思っていたのですがパレードが続いてい
てしばらくは移動制限がかかってしまったので、
横切る予定の場所でしばらくパレードを見てたの
しんでいました。パレードの最終列になるとキャ
ストの方々が横一列になって、パレードにお客が
入り込まないようにガードをしながら歩いている
のですが、その後ろから通路が開放されます。 

さぁ、開放さ
れたと思い横
切ろうとした
らKさん、あ
まりにも自然
にその最後尾
について歩き

はじめました。 
いずれにしろ、行く場所は一緒だからそれもあり
かと、そのままパレードの最後尾について目的地
に向かうことに。 

ジェットコースター苦手じゃ
なかったの？ 

事前のアンケートでは、どうもジェットコース
ターのようなアトラクションは苦手という情報
だったので、あまり刺激の強いものは避けて選ん
でいました。初日は、確かに苦手な感じがあった
ので、出来るだけ翌日も…と思っていたのです
が、朝からずっと別行動もちょっと淋しいなぁと
思って、最初の段階でスペースマウンテンに乗る
予定があったので、その反応で決めようと思いま
した。ファストパスを使い、スムーズに乗ること
ができ、いざスペースマウンテンに、パニックに
なったりしないか、怒り始めたりしないか心配し
ていましたが、スタートしたら天気が雨というか
みぞれ模様だったので、その要素が影響したのか
もしれませんが、スタートしたら顔にみぞれが当
たる当たる（笑）みんなそろって「さみぃ～」
「つめたぁ～い」なんて大声で騒ぎながら乗って
いてふと横をみたら「あはははは」と大笑いしな
がら楽しんでいるKさん。なーんだ、嫌いじゃな
いんじゃない？そんな瞬間でした。 
事実、そのあと修学旅行の時は嫌がったという
「カリブの海賊」も楽しでましたしね。おそらく
初めてだとわからなかったのかもしれませんね。
今回は人生で２回目だったから覚えていたのかも
しれません。だって、最後の最後でもう一度「カ
リブの海賊」に自ら行くという驚き行動でしたか
らね。 
この２日間、彼と一緒にいて本当におもしろい人
だなぁと思いました。お風呂でもとても楽しんで
ましたし、いい体験を一緒にさせていただきまし
た。 
 



Stuff Mizukami's Log 

この度は、たんと15周年企画へのご支援、本当に
ありがとうございました。お陰様で、記憶に残る
楽しい夢の時間を過ごす事ができました。中で
も、2日目は霙という生憎の天候でしたが、「ディ
ズニーランドで雪なんて滅多にないよ！」と盛り
上がり、アーリーエントリーを使い開園前からハ
イテンションでパークインしてきました。途中か
ら天気も回復し、午前は見れなかったハピネス・
イズ・ヒアのパレードも観ることか出来ました！
相棒のチップと一緒に叫んで手を降り、ミッキー
やミニーも手を降り返してくれ大盛り上がりでし
た。また、乗り物の不具合もあり、スペースマウ

ンテンの裏側に行くという、これもまた貴重な体
験が出来ました（利用者さんは不安そうでした
が）。 

（←相棒の
チップにも
３Dグラスを
かけてあげ
る） 

素敵なホテルにも宿泊でき、楽しく夢のような時
間でした。 

本当にありがとうございました。 

 



Stuff Izawa's Log 

朝、たんと。に集合していざ出発。 
道 中 の 車 内 で は 、
「 何 に 乗 ろ う か 」
「お土産は何を買お
うか。」 
「ミッキーと写真撮
れるかな。」楽しみ
いっぱいの話題で盛
り 上 が っ て い ま し
た。　 
到着すると、夢の世
界の空気管に戸惑う
一面もありましたが
結果的にみんな大い
に楽しむことができ
ました。 
利用者さんの笑顔を

みていると、多少なり不安もありましたが来るこ
とが出来て本当によかったと思います。 
素晴らしい二日間を過ごすことが出来ました。 
今回の企画をやらせて頂くためにお手伝いしてく
ださった大勢の方々に感謝の気持ちでいっぱいで
す。 
障害のある方
の希望をすべ
て叶えるのは
難しいことな
のかもしれま
せん。 
しかしその中
でも出来る限
りのことを叶
えたいと私た
ちは思ってい
ます。 
そのためには
やはり、たく

さんの方々の助けと理解が必要になります。今後
もあたたかく見守っていただけたらと思います。 
本当にありがとうございました。 



Stuff Tsuchiya's Log 

あっという間に、２日間の旅
が終わりました。 

初めての試み。不安もありましたが、無事に 
楽しんで帰ってくることが出来ました！！！ 

ただ、２日目は雪が降るという予想外の天候。寒
いし、歩く距離はあるし、利用者さんにとっても

かなり大変
だったんじゃ
ないかなと思
います。 

でも、疲れて
しまったとき
はみんなで休
憩したり、
キャラクター
になりきって
盛り上げなお

したり、声をかけ合ったり・・・みんなで助け
合って、最後まで過ごすことができました。 

スタッフだけではなくて、盛り上げてくれる利用
者さんの存在も心強かったです。 

そして今回、
大きな問題も
なく無事に楽
しめたのは、
寄付をしてく
れた方々のお
かげです。バ
ケーションパッ
ケージを使っ
て、ディズニー
ランドホテル

に泊まれて、ファス
トパスと特典付き
で、フリードリンク
で・・・♪ 

さらに、ゲストアシ
スタントカードのお
かげで待ち時間が少
なくなる、すごく贅
沢だと思います。 

でも、私たちが楽しむためにはこの贅沢さは必要
で、ありがたいものでした。これも寄付が目標金
額に届かなければ叶わなかったことです。 

今でも、たんと利用の日には「ディズニー楽し
かったね♪」と話してくれます。至らない点もたく
さんあったと思いますが、その一言が嬉しいし、
励みになります。楽しかった時間に、今は感謝し
かありません。夢のような、素敵な時間をありが
とうございました！ 

 
 



帰るまでのラストスパート 

パレードが終わると、そ
ろそろ帰る時間が気にな
るころになってきます。 
帰る時間は、１７時にデ
ィズニーランドホテルの
前にお迎えが来るのでそ
れまでの間、乗れるもの
に乗りながら待ち合わせ
の時間まで、思いおもい
に過ごしました。 
ディズニーランドのエレ
クトリカルパレードも見
たいなんて話しも、当初
上がったりしましたが、

今回の開催日程が平日で翌日が金曜日なので、通
所される方も参加者の中にはいらっしゃるので、
できるだけ早い時間には帰らないとということ
で、ギリギリの時間ということで１７時になりま
した。パレードが終わったらそんなに時間はあり
ませんでしたが、天候が幸いしてかたくさんの人
がいましたが、残された時間で思いおもいの時間
を過ごしました。 
そう、Kさんはというと残りの時間を使って、「イ
ッツ・ア・スモールワールド」がリニューアル工事
中だったこともあってトゥーンタウンで遊んだ
り、しながら、最後にやっぱりディズニーに来た
らおやつでチュロスを食べようとなり、食べてか
ら最後に１つどうする？と声をかけたら、そのま

ま「カリブの海賊」に走り込み、なぜか待ち時間
が０分だったのでそのまま乗車して締めくくると
いうとてもおもしろいエンディングでした（笑） 

帰りは、よか
ったですよほ
んと、送迎を
お願いしてお
いて。 
帰りは平日の
夕方の時間だ
ったからなの
か渋滞にはま
ってしまい、帰りの時間が約１時間ほど遅れてし
まい、たんとに到着したのが夜２０時ごろになっ
てしまい翌日、通所
なのに遅くなって
しまい申し訳あり
ませんでした。  
 

支えてくれたみなさん、ご家族のみなさんんの
お陰で、全員が楽しく過ごしてくることができ
ました！！ 
 
本当にありがとうございました！！ 



参加者代表で感想をお願いしました。（そのまま掲載） 



収支報告 

ディズニーランドプロジェクト収支明細
収支 入金 出金 残金 明細

47,000 47,000 現金預かり分

633,000 680,000 Readyfor寄付金額

140,000 820,000 賛助会費から補填

23,102 843,102 たんとから補填

20,000 863,102 参加費（４人分）

116,218 746,884 Readyfor手数料など

4,500 742,384 返礼品　木の玩具

28,000 714,384 返礼品用かご

3,000 711,384 返礼品　クッキー

2,160 709,224 返礼品用　袋など

4,896 704,328 返礼品　クッキー

9,348 694,980 返礼品送料

196,000 498,980 タクシー代

470,400 28,580 ディズニーチケット代＆ホテル代

4,580 24,000 ディズニー2日目朝食

24,000 0 スタッフ昼食代（4人分 6,000x4）

収支計 863,102 863,102 0



 

３０，０００円以上の方 
 
ダンチョーーーー 
長野県相談支援専門員協会 
th 
田辺　佳代子 

１０，０００円以上の方 
 
出浦 洋子 
秋山 紅葉 
Miyuki Kud 
Seiji Uchida 
橋詰　正 
小須田 広明 
志賀 利一 
荒木 貴志 
Nori 
ほんま 
ｆｕｒｕ 
やまだ 

３，０００円以上の方 
 
井上 俊彦 
吉崎 裕一 
よねさん 
Miho Melon Kozu  
Atsuhito Hashida 
塩澤 律 
Horiuchi Keisuke  
西田 亨 
中台 貴博 
武捨 和貴 
Ikuko Hosono 
ウナ 
春日 聡 
塩野　真 
たけちゃん 
瑞穂 
march 
すんじゃ 
黒澤 
音だまくん 
佐久広域障害者相談支援センター有志 
中村 元計 
野村知代（ちいの会） 
やまざき あかり 
moto 
Rica Koike 

その他、多くの直接寄付や物品の提供をしていただいたみなさま。

応援、ありがとうございました！！

Readyforで寄付をしていただいたみなさん 

（順不同）

※寄付時に登録していただいたユーザ名で掲載させていただきます。（敬称略）


